
立浪部屋とつくばみらい市
豊

ほうしょうりゅう

昇 龍 関　横綱昇進記念特集

早朝、静かな土俵に響き渡る、力士たちのかけ声やぶつかり合う音。

大相撲春場所に向けて朝稽古に励む立浪部屋（東京都台東区）は、

令和 3 年までつくばみらい市陽光台にあった相撲部屋だ。

今年 1 月、立浪部屋に所属する力士「豊昇龍」の横綱昇進が発表され、

第 74 代横綱 豊昇龍が誕生した。

現在、全国的に注目が集まっている立浪部屋。かつて市内にあった

ご縁から今回、立浪部屋の朝稽古を見学させていただいた。

今月号の特集では、豊昇龍関の横綱昇進を記念して、緊張感あふれる

朝稽古の様子や横綱への特別インタビュー、立浪部屋の跡地の今など、

さまざまな視点から「立浪部屋とつくばみらい市」を紹介する。

緊張感あふれる

豊昇龍
（本名：スガラグチャー・ビャンバスレン）
平成 11 年 5 月 22 日生まれ。出身はモンゴル国ウ
ランバートル市。身長 185cm、体重 140kg。初土
俵は平成30年1月場所。趣味は「ゆっくり休むこと」。
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ほかの力士の稽古を見て学ぶ「見取り稽古」。

一瞬たりとも無駄にしまいと、集中した雰囲気が漂う。

稽古の１つである「四股」

は、下半身の強化に欠か

せない重要なものだ。

弟子たちの稽古を見守る立
たつなみ
浪耐

たい じ
治

師匠。その眼差しは真剣そのもの。

受ける側とぶつかる側に分かれて行う

「ぶつかり稽古」。100kg を超える力士

の闘志がぶつかる音が鳴り響く。

土俵を揺らす

闘志の衝突。

稽古の最初はストレッチから。

体をほぐし、柔軟性を高める。

問 伊奈庁舎秘書広報課（内線 1105）

朝稽古

問 つくばみらい市役所（代表）　☎0297 ‐ 58 ‐ 2111 32 広報つくばみらい 2025 年（令和７年）4 月号　No.229


